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エロスは或る種の
神なのだろうか、ダ
イモーンなのだろう
か、魂の情念の一
種なのだろうか

プロティノスの
プラトンに対す
る尊敬

それとも、或る
エロスは一種の
神かダイモーン
であるが、別の
エロスは何らか
の情念でもある
のだろうか

なお、そのばあいのエロスは、それぞれど
のような神、ダイモーン、そして情念なの
だろうか。エロスについて、このような問題
を考えていくばあいには、広く世の人びとに
いきわたっている見解ばかりでなく、これら
に関する哲学上の諸見解、なかでも神の
ようなプラトンの見解を吟味しながら考察
していくのが妥当であろう

いうまでもなく、プラトンはその作
品の多くの個所でエロスの問題に
ふれ、いろいろなことを書いている
が、その際、彼はエロスを魂のなか
に生じた情念の一種であるとのべ
ているだけでなく、またこれをダイ
モーンとも呼び、その起源にふれ
て、どのようにしてどこから生じた
のかを詳しく論じているのである

さて、われわれがエロスの所為とする情念につ
いては、これが或る美しいものと一体になりた
いとねがう魂のなかに生じるということを知らな
い者は、おそらくだれもいないだろうし、また、
この欲求には二通りあって、その一つは美その
ものと親しくしている思慮深き人から生じ、他
は或る種の見苦しい行為を成し遂げることに
よって終わることをねがう欲求であるということ
も、おそらく知らない者はいないだろう

だが、ここで、情念とし
てのエロスが右のそれ
ぞれのばあいには、どこ
にその起源をもっている
のか、その源をたずね
ることから始めるのが
哲学的に考察するうえ
で望ましいことだろう

われわれの魂には、もともと美
そのものに対する欲求がある
が、その美そのものに対する欲
求や認知を、そしてさらには魂
と美との親族関係や美に対す
る魂の理屈ぬきの同族意識を
情念としてのエロスの起源とみ
なすなら、人はそのエロスのま
ことの原因を言い当てている
と、私には思えるのである

なぜなら、醜は自然にも神にも反している
からである。つまり、自然は美しきものを見
てつくり、規定されたも（τὸ ὡρισμένον：
ト・ホーリスメノン）のに注目するわけで、こ
の規定されたものが「善きものの系列（アリ
ストテレス『ニコマコス倫理学』
I6,1096b6）」に属するのに対して、無規
定なるもの（τὸ�ἀόριστον：ト・アオリスト
ン）は醜く、別の系列に属するのである

それに自然は、
その起源をあの
知性界にもって
いて、善きもの
から、そして美
しきものから生
じたものなので
ある

だが、人は、自
分が称賛したり
親しい間柄にあ
るものの似姿に
対しても、愛着
をもつものなの
である

もし人がこの原因を否定す
るなら、どのようにして、ま
たいかなる原因によって情
念が生じるのか、説明でき
なくなるだろうし、愛しあう
ものたちがたがいに契りを
求めあうばあいについても、
その理由を説明できなくな
るだろう

つまり、愛する者たちは「美
しきもののなかに産むこと」
をねがうわけで、もしそうで
なければ、自然は美しきも
のを作りだそうとしながら、
醜きもののなかでこれを産
もうとしているという、不合
理なことをしていることにな
るだろう

とはいえ、しかし、こ
の感性界で産もうと
心を動かされる者
たちは、この感性界
の美つまり似像や
肉体に宿る美をもつ
ことで満足している
のである

しかし、その似像や
肉体には美の原型
がそなわっているわ
けではないのであっ
て、彼らがたとえ感
性界の美とはいえ、
これを愛するように
なるのは、この原型
こそが原因なので
ある

それゆえ、彼らがこの感性
界の美からあの知性界の
美を想い起こすばあいに
は、この感性界の美を似像
として愛するのであるが、
知性界の美を想い起こすこ
とがないばあいには、その
情念を知らないので、この
感性界の美を真実のものと
思ってしまうのである

それに、彼らがこの
感性界の美に愛着
をもっていても、思
慮深くふるまうなら
過ちを犯すことはな
いが、交わりの深み
に落ちこんでしまう
と、過ちを犯すこと
になるのである

なお、美しきものに対する愛の純粋な人
は、想起するとかしないとかにかかわりな
く、ただ美だけで満足するが、死すべきも
のとして生を受けながら、できるだけ不死
でありたいという別の欲望の混じっている
愛をもっている人は、「永生不死」にして永
遠なるもののなかに美を求め、自然のおも
むくままにすすみつつ、美しきもののなかに
種を蒔き、産出するのである

彼は永生不死
を求めて種を蒔
くのであるが、
永生不死なるも
のは美しきもの
と同族の間柄に
あるから、美し
きもののなかに
種を蒔くのであ
る

というのも、事実、
永遠なるものは美し
きものと同族の間
柄にあり、永遠なる
ものは第一義的な
意味において美し
く、それから派生し
たものもすべて美し
いからである

それゆえ、産出すること
を望まないものは、それ
だけ美に対する自らの
満足も大きいことになる
が、作ろうとするものは
自分に足らざるところが
あり、自分だけでは十
分でないから、美しきも
のを作ろうとするのであ
る

そして、美しき
ものを作ろうと
しているのであ
るから、美しきも
ののなかで産め
ばよいと考える
のである

しかし、法に反し自然にさからって産もうと
する者たちは、その第一歩を自然にかなっ
た路からふみだしたとしても、やがてその
路をふみはずし、いわば道からすべり落ち
てしまうようなことになって深みに身を横た
え、愛がどこに彼らを導こうとしたのかもわ
からず、産出への欲望も美の似像の正しい
用い方も、また美そのものがどんなものか
もわからなくなってしまうのである

しかしながら、とに
かく、美しい肉体を
交わりゆえにではな
く、美しいという理
由のみで愛する人
びとも、われわれが
混じり合った愛と呼
んでいる愛に惹か
れる人びとも

－ー後者のばあい、永
続性を得るために、そ
の愛は婦人に向けられ
るのであって、相手が
美しい婦人でなけれ
ば、彼らの目的は失敗
に終わってしまうのであ
り、前者の方がすぐれ
ているのであるが－ー

ともに節度
のある正し
い道を歩ん
でいることに
変わりはな
い

－ーしかし後者が感性界の美こそ
尊ぶべきものであるとみなし、これ
に満足しているのに対して、前者す
なわち知性界の美を想起している
人びとは、その知性界の美を尊敬
するとともに、感性界の美も、これ
を知性界の美の産物であ模造玩
具であると考えて、軽く見ることは
しないのである

－ーだから、これらの人
びとは醜さにとらわれる
こともなく、美を愛して
いるのであるが、しか
し、美を愛するがゆえに
醜さのなかに落ちこん
でしまう人びともいるの
である

というのも、事
実、善きものへ
の欲求が、しば
しば人を悪しき
ものに陥れてし
まうことがある
からである

魂の情念につい
ては、以上で私
の話を終えるこ
とにしよう
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他方、世間一般の
人びとばかりでな
く、神々のことに詳し
い人びとやプラトン
もともに神とみなし
ているエロスについ
て

－ープラトンはしばしば「アプロディ
テの子としてのエロス」の話をし、
これが、「美しい子供たちの守り神」
の役目をしているとか、魂を刺激し
て知性界の美に向かわせる働きを
するとか、魂がすでにもっている知
性界への衝動を大きくするのが仕
事であるとのべて、このエロスを神
とみなしているのであるがーー

とりわけこの
エロスにつ
いて、哲学
的に考察し
ていかねば
ならない

それにまた彼は『饗宴』
のなかで、エロスはア
プロディテから生まれ
たのではなく、「ペニア
を母としポロスを父とし
て、アプロディテの誕生
祝いの日に生まれた」と
述べているが、このこと
ばも取り上げる必要が
あるだろう

だが、議論の筋道から
すれば、とにかく、エロ
スがアプロディテから
生まれたと言われよう
と、アプロディテと一緒
に生まれたと言われよ
うと、アプロディテにつ
いても、若干の議論が
なされる必要があるよう
に思う

そこで、まずはじめに、アプ
ロディテとは、どんな女神
なのか、その後で、エロス
がどうしてこの女神から生
まれたのか、あるいはどうし
てこの女神と一緒に生まれ
たのか、同じエロスがどうし
てこの女神から生まれると
同時に、またこの女神と一
緒に生まれたりもするのか

それでは、われ
われはアプロ
ディテには二通
りあると主張す
る

すなわち「ウラノスの
娘」と称される「天上の
アプトディテ」と「ゼウス
とディオネの娘」として
のアプトディテがそれ
で、後者はこの世の結
婚の守り神として、これ
を司る女神である

しかし、前者は
「母なくして生ま
れた女神」で、
結婚を超えたか
らたの世界の女
神である

というのも、
天上の世界
には結婚が
ないからで
ある

なお、この天上のア
プロディテはクロノ
スの娘と言われて
いるが、クロノスと
は知性のことである
から、彼女はもっと
も神的な魂に相当
することにならなけ
ればならない

というのも、この魂は汚
れのない知性から直接
に汚れのないものとし
て生まれ、この感性界
に降下することを望みも
しないし、降下できるも
のでもなく、たえず上方
の世界にとどまっている
からである

すなわち、天上のアプロディテとし
てのこの魂は離れた或る種の実在
であり、素材にあずかることのない
真実在だから－ー彼女が「母なくし
て生まれた女神である」というよう
に謎めいたことばで語られるのは、
実はこの事実に基づいているのだ
が－ーもともと下方の世界に向かう
ことはないのである

だから、人はこの魂
をダイモーンと呼ば
ずに、神と呼べば正
しいであろう。なぜ
なら、この魂は混じ
り合わず、それ自体
で清らかさを保って
いるからである

［つまり、その本性に基づいて知性から
じかに生まれたものは、それ自身も清
らかなものであって、これはそれが知
性の近くに位置を占めているので、自
分自身も強力であるという事実と、そ
の魂の欲望も住まいもともに自分の生
みの親の方に向けられていて、その生
みの親は魂を上方の世界に維持する
のに十分な力をもっているという事実に
基づいているのである

それゆえ、知性に直接依存してい
る魂は知性から外れて下に落ちる
ことは決してないのであって、太陽
は、自分に密着しながら自分のま
わりで輝いている光りを自分の子と
して所有しているが、この魂の知性
に対する依存関係は、光りの太陽
に対する依存関係よりも密なので
ある］

かくして、天上のアプロディテ
はクロノスにしたがいながら
－ーあるいはもしよければ、クロ
ノスの父ウラノスにしたがいな
がら、と言ってもよいのだが
－ークロノスに働きかけ、彼と
親しくなって恋にとりつかれ、エ
ロスを生み、エロスとともに、ク
ロノスを観るのである

すなわち、アプロディテの働きかけ
が或る種の実在、真実性を作った
のであり、両者つまり母神アプロ
ディテも美男エロスもともにあの知
性（クロノス）へと目を向けるので
あって、エロスは常に他の美しいも
のに惹かれるように定められている
実在であり、いわば恋い慕う者と慕
われるものとの仲介者という点に、
その存在（の意義）を得ているので
ある

すなわち、エロスは恋い慕う者
の眼として、恋する者が自分を
通して恋慕の対象を見ることが
できるようにしてやるわけであ
るが、エロス自身は先にたって
走りながら、恋する者に器官で
見る力を与える前に、美しい観
ものに満たされているのである

しかし、エロスの方が先に観る
といっても、それは恋する者と
同じ仕方によるのではない。エ
ロスは恋する者に観ものをしっ
かりと固定してやるのだが、エ
ロス自身は、自分のそばを通り
過ぎる美の光景を観て楽しん
でいるのである
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エロスは実在であり、真
実在から生まれた真実
在であって、エロスを
作った真実在にくらべる
と劣ってはいるが、真実
在であることにかわりは
ない。人はこの事実を
疑ってはならぬ

すなわち、あの高度の
魂も自己以前の活動か
ら、つまり存在界の真実
在から生まれた真実在
だったのであり、自分で
も第一位の真実在とし
てのあのものを観、しか
も熱烈に観ていたので
ある

そして、これ（知性）が
その魂にとっての最初
の観ものだったので
あって、魂はこれを自分
にとって善きものとして
観たのであり、観ること
に悦びを味わったので
ある

すなわち、この観も
のは、観るものがた
だこれを観ることだ
けに熱中せざるをえ
なくなるような素晴
らしいものなのであ
る

だから魂は、一種の快
適な気分を味わいなが
ら全力を集中して熱烈
にこれを観照し、そのよ
うにすることによって、
自分で自分とその観も
のにふさわしいものを生
んだのである

それゆえ、エロスは観もの
をめぐって熱烈に活動して
いる魂の力と、観ものから
いわば流出したもの（『クラ
テュロス』420a9）から、満
たされた眼として生まれた
のであって、それは見る働
きが影像を伴っているのに
似ているのである

そして、おそらく愛
のもつ呼び名も、お
そらく、ここからきて
いるのだろう。エロ
スが存在を得るの
は「ホラシス（見る
働き）」によるからで
ある

［つまり、情念としての愛（エロス）は、
その呼び名をこのエロスから得ている
のである。なぜなら、真実在は真実在
でないものより先にあるからであり－ー
とはいっても、この情念も「エラーン
（愛）」と呼ばれるのだが－ーまた人は
「特定の人物へのエロス（愛）が彼をと
らえる」とは言うけれども、何の制約も
つけないで、「エロス（愛）が…」とは言
わないからでもある］

「エロス」の動
詞（エラーン）と
「見る働き」の
動詞（ホラー
ン）との類似性

かくして、高度
の魂から生まれ
たエロスは、自
分でも上位のも
のを観るところ
にその特性があ
ると言ってよい
だろう

というのも、この
エロスは高度の
魂の従者で、そ
の魂から、その
魂によって生ま
れ、神々を観る
ことだけに満足
をおぼえるもの
だからである

だが、われわれは、
「この宇宙を最初に
照らす高度の魂は、
（この宇宙を離れ
た）高所にある」と
言っているのだか
ら、このエロスも、
離れた高所にあると
みなさなければなら
ない

－ーたとえわれわれがこの
魂を「ウラニア（宇宙の魂）
と呼ぼうとも…、である。な
ぜなら、「われわれのうちの
最善なるものは、われわれ
のうちにある」と言うけれど
も、さの最善なるものはわ
れわれを離れた高所にある
とみなしているからである
－ー

したがって、われわ
れは、「このエロス
の居処は、清浄な
る魂の住むあの知
性界だけにある」と
考えなければなら
ない

だが、この宇宙も魂
をもっていなければ
ならないのだから、
同時にまた、その魂
にしたがう別のエロ
スも存在しているこ
とになるだろう

そして、このエ
ロスも（上位の
ものに対する）
欲求から生まれ
たのだから、そ
の魂の眼の働き
をしていること
になるだろう

しかし、このアプロディテは
この宇宙の魂であって、た
だそれだけでなんの制約も
受けていない魂として存在
しているのではないから、
彼女の生んだエロスも、今
やじかに結婚を司るものと
して、この宇宙の制約を受
けることになる

そして、このエロスも上位のも
のに対する欲求をもっているの
だから、その限りにおいて若者
たちの魂を刺激するとともに、
また自分の付き添っている魂
も、もともと知性界の真実在を
思い出すように生まれついてい
るのだから、その限りにおいて、
その魂をも上方の世界へと向
かわせるのである

というのも、（肉
体と）混じり合っ
た魂も個別的な
ものの魂も、魂
はすべて善きも
のを欲し、これ
を求めるからで
ある

なぜなら、個別
的なものの魂
も、あの高度の
魂につづくもの
であり、あの高
度の魂から生ま
れたものだから
である
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すると、はたしてそ
れぞれの魂も、真
実在として存立して
いるようなエロスを
もっているのだろう
か

むろん、そうである。全
霊や宇宙の魂は真実在
として存立しているエロ
スをもっているけれど
も、われわれ各人の魂
や、それにまたほかの
すべての生きものの魂
はそうではないなどとい
うことが、どうしてありえ
ようか

してみると、そのエ
ロスが各人に付き
添っていると言われ
るダイモーン、すな
わち各人ひとりひと
りのもつエロスだと
いうことになるだろ
う

なぜなら、個霊はそれ
ぞれ自らの本性にふさ
わしいものを求め、自ら
の価値と存在にふさわ
しいエロスを生むのだ
から、各人のエロスが
個霊のそれぞれの本性
にふさわしい欲望をつく
りだすエロスでもあるこ
とになるからである

それゆえ、全霊は
普遍的なエロスを
もち、部分霊はそれ
ぞれ自分にふさわし
いエロスをもってい
るとしなければなら
ない

しかし部分霊は、それぞれがば
らばらに切り離された状態で全
霊に関係しているのではなく、
そのすべてが一体となって全
霊のなかに含まれているのだ
から、その限りにおいて、部分
的なエロスのそれぞれも、普遍
的なエロスに対して、同様の関
係にあることになるだろうし、

また部分霊には部分的
なエロスが、全霊には
あの偉大なエロスが、
それぞれ付き添うととも
に、この宇宙版有には、
これに偏在するという形
で、宇宙内のエロスが
付き添っていることにも
なるだろう

そして、さらに、その一つのエロ
スがこの宇宙万有の自分の好
むところならどこにでも現れた
り、その気になればいつでも自
分のいろいろな部分にふさわし
い姿をとって現れたりして、多
様なエロスとなり、かつ多様な
エロスとして存在しているの
だ、ということにもなるだろう

だが、人は、「この全体者にはアプロ
ディテもたくさんいて、エロスと一緒に
ダイモーンとして、この世界に現れてい
る。そして、それらのアプロディテは、
或る普遍的なアプロディテから流出し
たもので、多くの部分的なアプロディテ
として、それぞれにふさわしいエロスを
ひきつれながら、その普遍的なアプト
ディテに依存している」と考えなければ
ならない

<魂>はエロス
の母であるが、
アプロディテと
は<魂>のこと
であり、エロスと
は善きものを求
める魂の活動の
ことだからであ
る

してみると、このエロスはそ
れぞれの魂を善きものに導
く働きをするものであって、
高度の魂にしたがうエロス
は、常に魂を善きものに結
びつける神であり、混じり
合った魂にしたがうエロス
の方がダイモーンである、
ということになるだろう

5
だが、その<エロス
としての>ダイモー
ンというものは、ど
のようなものなのだ
ろうか

それに一般
的に言っ
て、ダイ
モーンという
ものは、どの
ようなもの
なのだろう
か

プラトンの『饗宴』にもこのダイモー
ンというもののことが述べられてお
り、そこでは、ほかのダイモーンとと
もに、ほかならぬこのエロスというも
ののことにもふれて、「ペニアを母
とし、メティスの子ポロスを父とし
て、アプロディテの誕生祝いの日に
生まれた」というふうに述べられて
いるのだが…

だが、「プラトンはこのエロ
スということばで、この（感
性的）宇宙のことを言ってい
るのであって、この宇宙の
一員としてそこに生まれた
エロスのことを言っているの
ではない」と推定すること
は、多くの矛盾する考えを
含んでいる

「この宇宙は幸福な神であ
り、自ら満ち足りたものであ
る」とのべているプラトンそ
の人が、他方では、「このエ
ロスは神でもなければ自足
的でもなく、いつも不足をお
ぼえているものである」とい
う考えを認めているからで
ある

それにまた、もしこの宇宙
が魂と肉体からなってい
て、プラトンにとっては、ア
プロディテがこの宇宙の魂
であるとすると、そのアプト
ディテはエロスの最も重要
な部分である、ということに
ならねばならない

そうはとらないで、人間
の魂が人間であるよう
に、宇宙の魂（としての
アプトディテ）がすなわ
ち宇宙であるとすると、
エロスがすなわちアプ
ロティテである、という
ことにならねばならない

それにまた、な
ぜ、このダイ
モーンとしての
エロスはこの宇
宙であるのに、
ほかのダイモー
ンは

－ーというのは、
明らかにほかの
ダイモーンも、
同じ真実在から
成り立っている
からだが－ー

それ自体が
また宇宙で
もないのだ
ろうか

この宇宙はいろ
いろなダイモー
ンの寄せ集めに
なってしまうだ
ろう

なお、「美しい子供たち
の守り神」と称せられる
エロスが、どうしてこの
宇宙なのだろうか。そ
れに、「夜具ももたず、
はだしで、無宿者のエ
ロス（『饗宴』203d1）」
をどうすれば不足なく
ぴったりとあてはめるこ
とができるのだろうか
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それでは、しか
し、エロスとそ
の誕生にまつわ
る物語をどのよ
うに解釈すべき
であろうか

いうまでもなく、ペ
ニアとは何者でポロ
スとは何者かを理
解し、この両者がど
うしてエロスの親と
してふさわしいのか
を見ていく必要があ
る

しかし、その両
者はまた、明ら
かに、ほかのダ
イモーンたちの
親としてもふさ
わしいということ
にならざるをえ
ないだろう

それぞれの神霊がダイ
モーンという共通の名前で
呼ばれているだけのことな
らいざしらず、そうでなけれ
ば、ダイモーンはダイモー
ンである限り、どれもみな
一つの本性と実体をもって
いなければならないからで
ある

そこで、たとえわれわれが
「ダイモーンも神である」と
言うことも稀ではないとして
も、とにかく、このダイモー
ンと神が別の種族に属して
いると言うばあいには、いっ
たいどのようにして神をダ
イモーンから区別すればよ
いのか、この点を理解して
おくことから始めよう

さて、われわれは、「神々の種族は
情念からの自由である」と主張し、
かつこれを信じてもいるが、「ダイ
モーンは神々に次ぐもので、永生不
死ではあるけれども、神々とわれわ
れ人間族との中間に位置するもの
で、すでにわれわれの方に傾いて
いる」と主張し、ダイモーンたちには
情念を帰属せしめているのである

では、ダイモーンた
ちは、どうして無情
念の状態にとどまら
なかったのだろう
か。どうして劣った
ものに向かって降下
するのを、その本性
としたのだろうか

それにまた次の問
題も、すなわち「知
性界にはダイモー
ンはまったく存在せ
ず、逆に、この宇宙
にはダイモーンのみ
が存在し、神の存
在は知性界に限ら
れるのか。

それとも、『神々はここに
も存在する』のであっ
て、常々われわれが
言っているように、この
宇宙は『第三位の神』で
あり、月より上にあるも
のはそれぞれが神なの
であるか」という問題
も、調べる必要がある
だろう

だが、知性界に
あるものはいか
なるものもダイ
モーンと呼ばな
い方がよい

たとえそこにダイモーンそのも
のがあるとしても、それも神で
あると言った方がよいし、それ
にまた、この感性界で月より上
にある可視的な神々は第二義
的な意味での神々で、知性界
の神々にしたがいながらこれに
順応し、星々をめぐる輝きのよ
うに、これに依存しているので
ある

だが、ダイモーンたちについて
は、何と言えばよいのだろう
か。はたしてそれらは、魂が宇
宙に降りてきた時に残した<そ
れぞれの魂の痕跡>なのだろう
か。もしそうなら、なぜ、この宇
宙に降下した魂の痕跡だけが
ダイモーンなのであろうか

清浄な魂が生
むのは神であ
り、その魂の子
エロスは、すで
に述べたとお
り、神だからで
ある

宇宙魂を魂と
呼ぶ場合もあ
るので混乱す
る

さあ、それで
は、まず、はじ
めに、なぜ、す
べてのダイモー
ンをエロスとみ
なすわけにはい
かないのだろう
か

それに、どうして
ダイモーンたち
も素材から清浄
ではないのだろ
うか

魂の善美なるも
のへの思慕から
生まれたダイ
モーンはエロス
であって、感性
界の魂はすべて
このダイモーン
を生むのである

だが、これに対
して、ほかのダ
イモーンたちも
魂から生まれた
ことにはかわり
はないが、それ
らのダイモーン
は宇宙の魂から
生まれたのであ
る

そして、この宇宙の魂が宇宙全
体の必要に応じて別の力（善美
への思慕ではなく）によって生
んだこれらのダイモーンは、こ
の宇宙を完全なものとするのに
貢献し、宇宙と力を合わせて、
そのなかにある個々のものを支
配するのである

それというのも、宇宙の
魂がこの宇宙に十分に
寄与するためには、どう
してもダイモーンという
力を生む必要があった
のであり、それらの力が
また、宇宙の魂自身の
全体性を維持するうえ
にも役だっているからで
ある

だが、それらの
ダイモーンは、
どのようにして
どんな素材にあ
ずかるのだろう
か

というのも、それ
らのダイモーン
があずかるの
は、たしかに物
体領域の素材
ではないからで
ある

－ーもしそうでなけ
れば、ダイモーンた
ちは（われわれ人間
やほかの動物たち
のように）感性的な
生きものであること
になるだろうーー

というのも、たとえダイ
モーンたちが空気や火
からなる身体をとるにし
ても、物体を分有しうる
ためには、それ以前に
物体とはちがったもの
をその本性としていな
ければならないからで
ある

なぜなら、まっ
たく清浄なもの
は、物体とじか
に混じり合うこと
はないからであ
る

もっとも、多くの人
びとにはダイモーン
はダイモーンである
限り、その存在は空
気であれ火であれ、
なんらかの物体を
伴っていると思われ
ているのであるが…

しかし、物体との混
合を可能にするな
んらかの原因がな
いとすると、或る存
在は物体と混じり合
い、別の存在は物
体と混じり合わない
ということが、なぜ
起こるのだろうか

では、その原因と
なっているものは何
だろうか。人はここ
に知的素材を想定
し、それに関与した
ものが、それを通し
てこの感性的な物
体の素材のもとに
やってくるとしなけ
ればならない
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だからプラトンも、エロ
スの誕生の物語のなか
で、「まだぶどう酒がな
かった頃のことなので、
ポロスはネクタルに
酔った」と語っているの
であって、これは次のよ
うな考えに基づいて言
われていると解してよい

すなわち、「エロスは感
性界よりも先に生まれ
ていた。そしてペニアは
知性的なものを分有す
るのであって、知性的
なもの影像を分有する
のでも、知性界から映
しだされたか影を分有
するものでもない

つまり、ペニア
は知性界に生ま
れて（ポロスと）
一緒になり、形
相と無規定から
なるものとして
の

エロスという存
在を生んだので
ある

－ー魂は善を得る前に、
この無規定をもってい
たのである。もっとも、
その魂は無規定で限度
のない漠然とした幻影
によって、なにかがある
と予知していたのであ
るが－ー

それゆえ、ロゴスがロゴ
スならざるもの、つまり
無規定な欲求で漠然と
した存在であるものの
なかにはいってきて、完
全でも十分でもなく不
足だらけのものを生み、
かつ作ったことになる

というのも、
それは無規
定なる欲求
と十分なる
ロゴスから
生まれたも
のだからで
ある

それにまた、こ
のようにして生
まれたエロス
は、自分のなか
に無規定で非ロ
ゴス的な限りの
ない欲求をもっ
ているのだか
ら、清浄なロゴ
スでもない

このエロスは自
らのうちに無規
定なるものの本
性をもっている
限り、決して満
ち足りることは
ないからである

そして、このエロス
は、魂を自分の源と
して、それから生ま
れてきたのだから、
その魂に依存して
いるけれども、<自
己自身にとどまらな
いで、無規定性と混
じり合った>ロゴス

から成り立って
いる<混じり合っ
たもの>なので
ある

－ーただし、ロ
ゴスそのものが
無規定生と混じ
り合うのではな
く、そのロゴス
から派生したロ
ゴスが無規定
性と混じり合う
のであるがーー

それに、このエ
ロスは針（『パイ
ドロス』240d1）
のようなもの
で、困窮者たる
ことをその本性
としているので
ある

だから、たとえ自分
のめざすものを手に
入れても、なお困窮
しているのである。
すなわち混じり合っ
ているものは満足し
うることがないの
で、エロスも満足を
得ることができない
わけである

なぜなら、すで
に自らの本性に
おいて満ち足り
ているものだけ
が、ほんとうの
満足を得るから
である

だが、これに対
して、エロスは
窮乏と同居して
いるから欲求す
るのであって、
たとえ一時的に
満たされること
があっても、そ
れを持ちつづけ
ることはしない

つまりエロスは、一面で
は、生来の窮乏ゆえに
満足を得る手段をもた
ないのであるが、その
反面、ロゴスの本性を
もっているので、足りな
いものを手にいれる才
智にたけたものでもあ
るわけである

しかしわれわれは、およ
そダイモーンの種族に
属するものはすべてこ
のような性質をもってお
り、このような性質を
もった親から生まれ出
ていることを認めなけれ
ばならない

すなわち、それぞれ
のダイモーンは、自
分が手にいれるよう
に定められているも
のを獲得する才智
にたけており、それ
を欲し求めるので
あって、

この点においても、エロ
スと近縁の間柄にある
し、また自分も決して満
足することがないので
あるが、しかし（エロス
と違って）或る部分的な
ものを善きものとみな
し、その部分的な或る
ものを欲し求めるので
ある

この点から考えて、わ
れわれはまた、「この世
のすぐれた人びとの
もっているエロスは、な
にか特定のエロスでは
なく、普遍的なまことの
善をめざすエロスであ
る」ということを認めると
ともに、

「だが、別のダイモーンたちの配下に身をおく人び
とは、このダイモーン、あのダイモーンと、時に応じ
て異なったダイモーンの配下に身をおき、その結
果、自分の所有する普遍的なエロスを活動させず
に放置し、ほかのダイモーンにしたがって活動する
のであるが、彼らはその際、そのダイモーンを彼ら
のなかで活動している魂の部分と協和するものと
して選んだのである」ということも認めなければな
らないだろう

人間はこの世
においてダイ
モーンを選び、
変え、支配する
ことさえある

だが、これに対して、劣悪なものを
欲し求める人びとのばあいには、彼
らのなかにあるエロスが、彼らのな
かに生じた劣悪な欲望によってが
んじがらめにされているのであっ
て、それは彼らの生来の正しいこと
わりが、後から生じた劣悪な思いな
しによってがんじがらめにされてし
まうのに似ていると言えよう

それゆえ、生来の、自然に
かなったエロスは美しく善
きものであり、劣った魂には
価値の面でも力の面でも
劣ったエロスが（すぐれた
魂には）すぐれたエロスが
それぞれ属することになる
が、これらのエロスはすべ
て真実在に属するものなの
である

だが、自然に反した
エロスはどうかとい
うと、それらは堕落
した魂の情念にす
ぎず、決して真実在
でも真実在に類す
る独立存在でもな
く、もはや魂から生
まれたものではない

それらは魂の悪徳
とともに生じてきた
ものであって、魂が
自分の一時的もしく
永続的な状態にお
いて産出した自己
の類似物にすぎな
いのである

エロスには魂か
ら生まれたもの
と人間が産出
したものとがあ
る

というのも、「真に善きもの
つまり規定されたもののな
かで活動している魂の自然
にかなっているものは真実
在であるが、その他のもの
は魂から生まれた活動では
なく、たんなる情念にすぎ
ない」ということが、一般に
言えると思うからである

ただしその根
拠は確固たる
ものではない

なお、誤った観念の
ばあいにも、これと
同じことが言えるだ
ろう。すなわち、誤っ
た観念は真実在に
基づいていないの
である

これに対して、本当に真実で永遠かつ
一定不変の観念のばあいには、<思惟
すること>と<思惟されるもの>と<真に
在ること>とが完全に一致するのであっ
て、このことは普遍的な思惟において
のみならず、個別的な思惟において
も、思惟的対象が真実在であり個物者
のなかの知性であれば、あてはまるの
である

だから、われわれ各人
のばあいにも、われわ
れの思惟活動と思惟対
象の純粋性を確保する
ことによって、われわれ
の思惟対象と思惟活動
が一致するように、しか
も端的に一致するよう
に努めねばならないの
である

したがってわれ
われのエロス
も、われわれの
思惟活動と同じ
ように、普遍的
な諸存在にか
かわるものであ
る

そして、もしそのエロスがなに
か部分的なものを対象とする
なら、付帯的にそうしているに
すぎないのであって、それはも
し定理にしたがってこの特定の
三角形の内角の和が二直角で
あるとしたら、それはその三角
形が端的に三角形である限り
においてであるのと同じである

人間の情念で
ある

普遍的観念のもとのエロ
スはすぐれたエロスであ
る。ただし部分的なものを
対象せざるをえない場合、
それは付帯的なものとし
てよい
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だが（『饗宴』のエロ
スの誕生の物語に
登場する）ゼウスと
は、何を意味してい
るのだろうか

「ゼウスの園」、
それはプラトン
の言によると、
「ポロスがは
いってきた庭」
なのであるが、
その「園」とは何
を意味している
のだろうか

アプロディテと
は、われわれに
とっては魂のこ
とであったし、ポ
ロスが万有のロ
ゴスであるとい
うことは、すでに
述べられた

しかし、これら、
すなわちゼウス
とその園を何と
みなすべきなの
だろうか

われわれはすで
にアプロディテ
を魂とみなした
のだから、ゼウ
スを魂とみなす
わけにはいかな
い

そこで、プラトン
が『パイドロス』
のなかで、この
神を「偉大なる
指導者」と呼ん
でいるから

ここでも、このプ
ラトンの『パイド
ロス』のことばか
ら、ゼウスの意
味を把握するよ
うにしなければ
ならない

－ーしかし、ほ
かのところで
は、この神を指
して「第三位の
もの（『ピレポ
ス』30d1）」と
呼んでいるよう
に思うけれども
－ー

が、しかし、彼が『ピ
レポス』のなかで、
「ゼウスのなかには
王者にふさわしい魂
と、王者にふさわし
い知性がある」と述
べる時、ゼウスの意
味はさらに明らかに
なってくるのである

それゆえ、もしゼウ
スが偉大なる知性
であり魂であって、
諸原因の一つとし
ての地位が与えら
れ、その地位は高
度のものとみなされ
る必要があるとすれ
ば

ゼウスは知性の地
位を占め、アプロ
ディテはゼウスの娘
で、ゼウスから生ま
れ、ゼウスと一緒に
住んでいるのだか
ら、魂の地位を与え
られることになるだ
ろう

というのも、男性神を知
性の方に配置し、魂は
それぞれの知性と一緒
に住んでいるのだから、
女性神は各知性の伴っ
ている魂の方に属する
とみなすと、このばあい
にも、アプロディテはゼ
ウスの魂ということにな
るからである

－ーというのは、ほ
かにもいろいろ理由
はあるが、とりわけ
「王者にふさわしい」
という呼び名も「指
導的な立場にある」
という呼び名も、と
もに「責任のある」と
いう意味をもってい
るからだがーー

－ーちなみに、この
女神はその美しさと
輝かしさ、つまり魂
の清浄さとハブロン
（典雅さ）に基づい
て、アプロディテと
呼ばれたのであ
るーー

それにまたこの解釈
は、神官や神に詳しい
人びとからも証明され
ているのであって、彼ら
はヘラとアプロディテを
同視し、天上に輝くアプ
ロディテの星をヘラの
星と呼んでいるのであ
る（アリストテレス『宇宙
論』392a28）
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それゆえ、ポロスとは
知性界や知性のなかに
あるもののロゴスのこと
であり、このロゴスが溢
れ出、いわば拡散する
ことによって、魂にたど
りつき、魂のなかにはい
りこんだということにな
るであろう

このアイデアは
キリストのロゴ
ス論に使える

つまり、知性の中身は
凝縮していて、そのな
かに他から何ものもは
いりこむ余地はないの
であるが、ポロスが酩
酊してくると、その充実
した状態は外からもた
らされたものとなるので
ある

だが、あの知性界でネ
クタル（神酒）に満たさ
れているもの（ポロス）
は、すぐれた源から劣っ
たもののなかに落ちこ
んでいるロゴス以外に
は考えられないのでは
なかろうか

だから、「アプロ
ディテが生まれ
たと言われる日
に、このロゴス
がゼウスの園に
流れこんで、知
性から魂のなか
にはいりこんだ」
のである

なお、園とは、その全体
が富の栄光と飾りをあ
らわしているのであっ
て、これに輝かしい光り
を与えるのがゼウスの
ロゴスであり、この神の
飾りが、知性自体から
魂に流れ出た栄光と
なって（この園に）現れ
ているのである

というのも、ゼウスの園と
は、ゼウス御自身の聖像の
ことであり、その栄光の現
れにほかならないし、ゼウス
の栄光と飾りをあらわすも
のといえば、ゼウス御自身
から流れ出る諸々のロゴス
以外に、これを考えることは
できないのである

そして今や、これらのロゴス
が一体となり、エウポリアー
（豊かさ）つまり諸々の美の
プルートス（宝庫）としての
神ポロスの姿をとって現れ
てくることになるのであっ
て、このことが、「ネクタル
に酔っている」ということな
のである

というのも、神々
の酒ネクタルと
は、神に縁のあ
るものがこれを
取りいれるもの
にほかならない
からである

そして、知性の下に位
置を占めているものは
ロゴスを必要とし、これ
を取りいれるのである
が、しかし、知性は自己
自身だけで十分に満足
しており、（外から）取り
いれて酔うことはない

つまり知性は、外部からは何も取りいれ
はしないのである。しかし、ロゴスは知
性の産物であり、知性につづく存在で、
もはや知性そのものには属さず、ほか
のもののなかにあるのだから、物語で
は「ゼウスの園に横たわっていた」と述
べられているのであって、このロゴスが
横たわっていた日が、ちょうどアプロ
ディテが真実在の仲間入りをしたと言
われる日にあたるのである

最高の位置に
ある知性

自己だけで充
足している

流れ出し拡散
するロゴス

魂に入りこむ

ネクタルにより劣っ
たもののなかに落
ち込んだロゴスで
あるポロス

ゼウス

ロゴスを必要と
している

知性につ
づく存在

だがミュートス（物語）は、それ
が真に物語の名に価するものと
なろうとすれば、話の内容を時
間的に区別しなければならない
し、諸存在の多くが同じところ
に同時に存在しているばあいで
も、そこに序列や力のちがいが
あるばあいには、これを別々に
分けなければならない

－ーこの点では、ロ
ゴイ（論説）も不生
不滅のものを生成
させたりもすれば、
やはりその論説自
身が、一緒になって
同時に存在している
ものの間に区別を
設けたりもするので
ある

－ーそして物語
は、最善をつく
して教え終えた
後ならば、これ
を理解した者
に、その区別し
たものを一つに
まとめることを
許すのである

そこでま
とめて
みると、
次のよう
になる

魂は知性と同居
し、知性からの
存在を得、また
ロゴスに満たさ
れている

そしていろいろ
な美しいもので
飾られ、エウポリ
アー（豊かさ）に
満ちているのだ
から、自分自身
も美しくなって
いるのである

したがって、魂のなかには数々
の栄光とありとあらゆる美の面
影が見られるのであるが、この
魂こそ端的に言ってアプロディ
テなのであり、そのなかにある
ロゴスの全体がエウポリアーで
あり、あの上の領域にあるネク
タルが流れ出ることによって姿
を現したのがポロスなのである

なお、魂のなか
にある栄光は、
生命のなかにあ
るのだからゼウ
スの園と呼ば
れ、ポロスが酔
いつぶれ、そこ
に眠っていたと
述べられている
のである

そして（アプロディテと
しての）生命が現れ、永
久に真実在の世界に居
を占めるようになると、
神々はそれにふさわしい
幸せを享受することに
なるので、「祝宴をひら
いた」と述べられている
のである

かくして、これつまりエ
ロスは、魂のすぐれて
善きものに対する思慕
から生まれたものとし
て、永久にその存立を
得ていることがどうして
も必然であり、魂のある
限り、そこには常にエロ
スもあるのである

そしてこのエロスは（豊かさと
貧しさ、つまりポロスとペニア
の）混じり合っているもので、充
足されることを希う点では不足
（貧しさ）にあずかっているので
あるが、すでに所有しているも
のの足らざるところを探し求め
るという点では、豊かさに縁の
ないものではないのである

というのも、事
実、善きものに
まったく縁のな
いものは、決し
て善きものを求
めることはない
からである

それゆえ、不足と思慕
とロゴスの想い出とが
魂のなかで一つになる
と、善きものに対する活
動が生まれてくるので
あって、これがエロスな
のであるから、エロスは
ポロスとペニアから生ま
れたと言われているの
である

だが、このばあ
い、思慕はつね
に不足の状態に
あるものがこれ
をもつのである
から、エロスの
母はペニアであ
るということにな
る

ところが、ペニ
アとは素材のこ
とである

－ーというのは、
善きものを思慕
するもののなか
には、いかなる
形姿もロゴスも
ないからである
がーー

なぜなら、素材
もすべてを欠い
ているものであ
るし、善きもの
に対する欲望の
もとは無規定な
るものであって

これが、思慕す
るものをその思
慕の程度に応じ
て素材的なもの
とするからであ
る

だが、これに対して、善きも
のは、これを思慕するもの
に対しては純粋単一なる形
相なのであり、これを受領
しようと希がうものは、やが
てきたるべきもの（形相）に
対する素材として、それを
受け入れる準備を整えるの
である

まことに、右のような次第で
あるから、エロスは素材の
ようなものであって、それは
魂が善きものを欠いてはい
るが、これを求め思慕する
限りにおいて、魂から生ま
れてきたダイモーンである
ということになる


